
8/30 講演会「誰もがチャンスを掴める社会へ —司法修習
生の給費制実現を果たした運動から学ぶ」
　反貧困ネットワーク埼玉では、8月30日（水）に定例会を行うとともに、弁護士の高田一宏さんをお呼びし講演会「誰もがチャンスを
掴める社会へ —司法修習生の給費制実現を果たした運動から学ぶ」を開催します。

　日本で弁護士になるためには、司法試験に合格した後１年間、「司法修習生」の期間を避けて通れません。
　しかし、その期間の生活のために設けられていた給費制度が、6年前に廃止されました。代わりに設けられたのが、国家が司法修習生に
対して金を貸すという「貸与制度」でした。
「弁護士がキャリアスタートの時点で多額の借金を背負うのはおかしい」
「お金に余裕のある人しか弁護士になれないのはおかしい」
給費制度廃止以降、多くの若手弁護士を中心として、司法修習生の給費制度の復活を求める運動が繰り広げられ、今年無事復活しました。

　教育費の高騰、奨学金制度の不十分さが叫ばれ、普遍的な福祉が求める声が上がりつつある昨今、弁護士でない人にとっても、司法修習
費用の給費制を実現した運動から学ぶことは多いはずです。
　本講演では、この運動の先頭に立って活躍された高田一宏弁護士をお呼びし、給費制復活に至った経緯を始め、弁護士としてこうした運
動をする意義などについてお話いただきます。

◯日時：8/30（水）18:30～
◯場所：埼玉総合法律事務所　３階大会議室
　アクセス→埼玉総合法律事務所サイト

事前予約不要・参加費無料です。

◯講師プロフィール
　高田一宏さん
　1986年生まれ。2014年に弁護士登録後、池袋市民法律事務所入所。
　学生や若手法律家のネットワーク「ビギナーズ・ネット」の中心メンバーとして、給費生廃止問題の普及・給費生復活を求めて精力的に
活動。

　なお、イベント当日は講演会のあとに同じ会場で、反貧困ネットワーク埼玉の８月定例会を開催いたします。
　当団体での活動に興味ある方はこちらも参加することは可能ですのでご検討ください。

◯反貧困ネットワーク埼玉とは
　反貧困ネットワーク埼玉は、埼玉県内で生活や労働、多重債務・消費者被害など様々な場面で相談を行っている支援者たちが作った個人
加盟の任意団体です。代表は社会福祉士で『下流老人』（朝日新書）『貧困世代』（講談社）などの著作があるNPO  法人ほっとプラス
代表理事の藤田孝典。
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ＮＨＫを斬る
以前、数年にわたり原因不明の腹痛に悩まされていたことがある。
突然の腹痛で急きょ入院した近所の病院で、大鐘稔彦先生に出会った。
最初の診断で病名を確定してくださった。

その後、先生は淡路島の病院に移られた。
以来、年賀状などのやりとりをさせていただいている。

先生は、ペンネームを高山路爛という。
「孤高のメス」の作者である。
エホバの証人信者の無輸血手術を多数手がけられたことでも有名である。

そんな大鐘先生が、「ＮＨＫを斬る」を上梓された。
愛するがゆえに批判するのだという。髪の束ね方やらどうでもいいことかもしれないが、そのこだわりが興味深い。先生らしいなと思うの
です。

弁護士　高木　太郎
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じっと指を見る
働けど働けどわが暮らし、ということで、じっと手を見ていて思ったのですが、
最近は指紋認証がたくさん利用されていますね。

https://www.amazon.co.jp/NHK%E3%82%92%E6%96%AC%E3%82%8B-%E5%A4%A7%E9%90%98-%E7%A8%94%E5%BD%A6/dp/4881421379
https://saitamasogo.jp/archives/70163


裁判でも、犯人特定のための重要な証拠とされることがあります。

でも、これって基本的に、同じ指紋の人はいない、指紋は個人差が大きい、というところから出発する話ですよね。

…本当かな。
指って、そんなにスペースないですよね。そして、人間は７０億人以上の時代です。
本当にこの範囲で７０億以上ものバリエーションを持たせられるのか…。

まあ、その他の事情や可能性も検討された上で、使用されているんでしょうが、盲目的に安全だと思うのは危険かもしれませんね。（なお、
裁判でも、指紋の一致＝犯人、などということにはなりません。）

じっと指を見る…

 

弁護士　竹内　和正
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記録整理
事務所の倉庫に預けていた古い事件の記録を整理しました。

１０年も経つと、それなりに数は多く、こんな事件もあったな、とか中身まで見るとなかなか終わりません。

根気だけはあった当時の自分から「最近はどうなの？私の目はごまかせないわよ！」と叱られ、汗をかきつつ、なんとかお盆前に作業を終
えました。

当事者の方々が平穏に暮らしていることを祈るばかりです。

 

弁護士　谷川　生子
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８月に思うこと
８月になると、６日、９日、１５日と、戦争の悲惨さや、平和の大切さを考える日が続きます。
戦争で亡くなった方々に、幸せな生活と素晴らしい未来があったことを思うと、胸が苦しくなります。
あまりに多くの方が犠牲になったことを覚えておかなければならないでしょう。

広島の原爆死没者慰霊碑には「安らかに眠って下さい。過ちは繰り返しませぬから」と刻まれています。
平和を願わない人はいないでしょうが、大切なのは方法です。私達は過ちを繰り返そうとしていないか。
よく考えたいと思います。

弁護士　月岡　朗

8/19 貧困ビジネスを正す！―無料低額宿泊所ユニティー事
件判決報告―
　名古屋市で開催される講演会「貧困ビジネスを正す！―無料低額宿泊所ユニティー事件判決報告―」のご案内です。どなたでも参加でき
ます。
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【講師】　猪股　正　氏　（弁護士、埼玉弁護士会）
　　　　　小林哲彦　氏　（弁護士、埼玉弁護士会）
　　　　　ユニティー事件原告

　２０１１年５月３０日に提訴した無料低額宿泊所ユニティーに対する訴訟について、２０１７年３月１日にさいたま地裁で判決の言い渡
しがあり、原告である施設の元入所者の請求が認容されました。
　判決は「生活保護法の趣旨に反し、その違法性は高い」「最低限度の生活を営む利益を侵害したものとして不法行為が成立する」として、
損害賠償や支払った利用料の総額約１５８０万円の返還を命じる内容でした。貧困ビジネスについて、生活保護法や社会福祉法の趣旨に反
することを正面から認め、貧困ビジネスの蔓延に歯止めをかける画期的判決です。
　この訴訟の代理人と当事者ご本人による研修です。貴重な機会ですので、ふるってご参加ください。

【日時】　2017年8月19日（土）午後5時30分～
【場所】　愛知県司法書士会館　２階ホール
　　　　　名古屋市熱田区新尾頭一丁目12番3号

【主催】　東海生活保護利用支援ネットワーク
【共催】　居住福祉ネットワーク東海

＊お問い合わせ　052-916-5080　水谷司法書士事務所
＊この事業はあいちモリコロ基金の助成金を受けています。

＊チラシは→こちら
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9/3 首都圏生活保護支援法律家ネットワーク１０周年集会の
ご案内
首都圏生活保護支援法律家ネットワークの設立１０周年集会のご案内です。
パネルでは、利根川、立川、小田原の3事件から生活保護の現状を考え、今後の取組について考えます。是非、ご参加ください。

【日時】２０１７年９月３日（日）１３時３０分～１６時３０分
【場所】ハロー会議室東京駅前ビル９階
　　　　東京都中央区八重洲２－１－５
　　　（JR東京駅徒歩１分、八重洲地下街２６番出口直結）
　　　　https://www.hello-mr.net/detail/?obj=68

【内容】
１　当事者報告
２　各地の生活保護支援ネットからの報告
３　パネルディスカッション
　⑴　テーマ
　　　「利根川心中・立川自殺・小田原ジャンパー事件 ～３つの事件から見える
　　　生活保護の現状と生活保護支援ネットワークの今後の取組～」
　⑵　パネリスト等
　　　寺久保光良さん（ジャーナリスト、利根川心中事件調査団）
　　　宇都宮健児さん（弁護士、立川市生活保護廃止自殺事件調査団共同代表）
　　　和久井みちるさん(元生活保護利用者､小田原市生活保護のあり方検討会委員)
　　　太田伸二さん（弁護士、東北生活保護利用支援ネットワーク事務局次長）
　　　コーディネーター：森川清（弁護士、当ネットワーク事務局長）

【参加費】１,０００円（経済的に困難な方は無料）、事前申込不要
【主催】首都圏生活保護支援法律家ネットワーク
【問い合わせ先】森川清法律事務所 電話 ０３ｰ６９１３ｰ４６５０

　首都圏生活保護支援法律家ネットワークの活動は、今年で満１０年を迎えました。この１０年で、生活保護支援の輪は全国的にめざまし
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く広がりましたが、生活保護を利用することへの理不尽な圧力は増しているように見えます。これまでの歩みを振り返るとともに、生活保
護制度運用の現状と支援ネットワークのこれからの取 組について、みんなで考える日にしたいと思います。

チラシのダウンロードは　→　こちら
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リベルテ
当事務所の近くにモスバーガーがあり、その隣に「リベルテ」という寿司屋があります。

私もたまに行くのですが、この店の特徴を端的に述べると次の２点になると思われます。

〇特徴１　安い
とにかく安いのがこの店の魅力です。一部では回転寿司以上の安さと言われています。

〇特徴２　BGMは岡村孝子の曲のみ
店主が岡村孝子のファンのため、店のBGMは岡村孝子の曲のみです。
これでお気づきの方もいるかと思いますが、そうです、この店の店名「リベルテ」は
岡村孝子の楽曲「リベルテ」から採用されたものです。

気になった方もしくは岡村孝子ファンの方は是非行かれてみてはいかがでしょうか。

弁護士　鴨田　譲

https://saitamasogo.jp/archives/69950
https://tabelog.com/saitama/A1101/A110102/11036128/dtlmap/


働き方改革とクラウド
先日、所外のセミナーに参加させていただきました。
テーマは、「クラウド活用による働き方改革事例について」です。
講師は、サイボウズ株式会社の和田武訓さん。
実際にサイボウズ社で取り組まれている事例をもとに、講演されました。

印象的だったのは、情報共有が日常的にタイムリーにおこなわれていること。

例えば、ガルーンの掲示板を利用して、個々人が日報を毎日アップしていたり、
その日報の中身が３項目あって、
◎今日やったこと　◎明日の予定　◎所感
「所感」は、数行程度の雑感的な内容のようでしたが、
そういう部分まで共有しているなんて、おもしろいなと思いました。
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さらには、キントーンのスペースを利用して、
今おこなっている業務をタイムリーに周囲に知らせたり、
その内容に知見のあるスタッフがアドバイスしたりと、
ワークスペースが、クラウド上に存在していて、
これにより、在宅ワークなど多様な働き方が成り立つそうです。

そのほか、会議の持ち方や人事制度など、参考になるお話が満載でした。

場所や時間を越えていつでも働けるだけに、働き過ぎにならないのかな。
その辺のお話も、ちょっと聞いてみたいなと思いました。

事務局　荻原

埼玉朝鮮初中級学校を訪問して
北朝鮮が何か行動を起こすと、多くのテレビ番組で連日北朝鮮に関する報道がなされますが、
こういった過熱する報道の裏で、辛い目にあっている人がいます。
在日朝鮮人の人々です。

さいたま市大宮区には朝鮮初中級学校があります。日本でいう小学校中学校にあたる学校です。
連日、北朝鮮に関する報道がされていた頃、ここに通う学生は同年代の日本の学校に通う小学生から「テポドン」とからかわれたり、「朝
鮮人死ね」と朝鮮語で言われたりしたそうです。
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在日朝鮮人の人々の多くは日本で生まれ育った人たちで、朝鮮に行ったことがない人も少なくありません。それなのに、北朝鮮に対する社
会の目が厳しくなればなるほど、彼らに対する誹謗中傷も増えてしまいます。

先日私は、この大宮区にある朝鮮学校に同期の弁護士数名と訪問し、学校見学をさせていただきました。

朝鮮学校は、学校教育法1条の「学校」として認められていないため、国からの教育助成が受けらません。
学校や学校に通う生徒がいる家庭に対して、補助金を出す自治体もありますが、近年、補助金を支給することを止めたり、制限したりした
自治体も少なくありません。

授業料等で賄い切れないところは、自分たちで費用を出し合うことで学校の設備を維持しています。
ただ、それには限界があります。
この朝鮮学校には給食がありません。保健室もありません。

在日朝鮮人の人々にとって、朝鮮学校というのは、自分のルーツが朝鮮にあること、自分たちがなぜ日本で生まれ育っているのか、そういっ
たアイデンティティーを培う場です。それと同時に在日朝鮮人の人々の交流の場ともなっています。
そのため、費用がかかったとしても日本の学校ではなく朝鮮学校に子供を行かせる人がいるのです。
そして、そういう場所であるからこそ、保護者や教師が一体となって、何とか学校を維持していようと頑張っているのです。

学校を盛り上げようとイベントを企画してみたり、教育水準を上げようとICTを活用した教育を導入したり。
学校で行うイベントには日本人の人々も協力してくれるそうです。
生徒や保護者で巨大な海苔巻きを作るというイベントをした際には、日本の業者が特注の巨大な海苔を作ってくれたそうです。このとき、
父兄は朝鮮学校のイベントで使用することを伝えた上で発注したそうです。
また、学校のイベントとしてマグロの解体ショーをおこなったときにも日本の業者が協力してくれたそうです。

国家レベルでは、敵対するような報道が続いていますが、個々の人々のつながりではそのようなことはありません。
少なくとも私の知っている在日朝鮮人の人々は、日本人に在日朝鮮人のことをもっと知ってもらいたいと考えています。
もっとたくさんの日本人に在日朝鮮人の人々と直接触れ合って、彼らを知ってほしいと思います。

弁護士　鈴木　満
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